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「１学期の終了を控えて思うこと」 

                                      

  令和５年度の１学期がいよいよ来週で終了となります。校⾧として今学期も「朝、登校す

る子どもたちと挨拶を交わすこと」「１日に１回は各学級全ての授業を見に行くこと」「校⾧

であっても指導案をつくって公開授業をおこなうこと」に取り組みました。 

  今学期、上記の取組の中で１番感じたことは、「日に日にマスクを外す子どもが多くなり、

子ども同士の距離が近くなっている」ということです。それだけ、制限の無い日常の生活に

戻ってきたと言えるのではないでしょうか。そう考えるとコロナ禍の約３年間は何か悪い

「夢」を見ていたように思えてきます。そして、あれだけ感染や隔離の恐怖に怯えた日々の

記憶も、子どもたちのマスク着用の姿が少なくなるごとに薄れてきたように感じます。 

  本校においては、コロナに関連したことではどうしてもネガティブなことしか思いつかな

いのですが、それでもポジィティブなことをあげるとすれば、それは「みんなでこのコロナ

禍を乗り切った」ということです。このことは私の身の回りで「あの時はたいへんだったよ

な」「でも、みんなでがんばったよな」という会話が最近多くなってきたことからも理解でき

ます。 

なお、本校では児童生徒数が４００人を超えた段階で、正式に「コロナ禍以前の状態に戻

った」という宣言を実施したいと思っています。それまで今しばらくお待ちください。 

 

＜本日令和５年度 全国学力・学習状況調査を実施しました＞ 

 

令和５年度 全国学力・学習状況調査の概要 

 調査実施日：令和５年４月１８日（火）※本校は７月２１日（金）に実施 

 調査対象：国・公・私立学校の小学校第 6 学年、中学校第 3 学年 原則として全児童生徒 

教科：国語、算数・数学、英語（中学校） 

 本校におけるこの調査の意義 

 この調査は日本国内では文科省による悉皆調査（全国一斉）ですが、海外の日本人学校にお

いては時差や郵送方法などの問題で、希望した学校が文科省より問題用紙を取り寄せ（無料）

それぞれの学校で実施し、その結果を分析します。よって、単純に文科省でまとめられた分析

結果と比較することはできません。しかし、本校の児童生徒（小 6、中 3）の学力・学習状況の

ある程度の傾向は理解することができます。なお、この結果については今後の教育指導の充実

や学習状況の改善等に役立てます。 

 

令和 5 年度 

 広州日本人学校 学校便り 

 ［Ｎｏ6］ 

 令和 5 年 7 月 2１日（金） 

発行責任者 校⾧ 加藤康徳 



② 

④ 

＜音楽発表会保護者公開日 7/8＞ 

保護者の皆様から子どもたちへの応援メ

ッセージを頂きホールに掲示しました。 

※写真下 

③ 

 「つながりを意識した活動の紹介」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                   

 

 

  

 

 

５校時目に体育館で中学部のスポーツ大

会が開催されました。ドッチボールで楽しい 

ひと時を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

１学期に実施した研究・公開授業 

期日  学級  教科  指導者 

5/30    小 5-2  算数  兵藤大輔 

6/9      小 6      体育  佐竹達郎 

            小松加奈 

6/15    中 1-1       美術        山田惇史 

6/15    中 3     道徳  加藤康徳 

6/19 小 3-1  国語  南 孝太 

7/6      中 1-2       技術  岡田晃輔 

7/11    中 3          英語  深作敬郎 

7/12    小 1-3    道徳  内藤美紀 

7/13 小 1-2       算数  高見里奈 

7/14 小 6-1  理科  矢野晃子 

7/18    中 2           英語  新井佑佳 

7/19    小 1-3       音楽  松岡美優香 

 

＜授業力の向上＞ 

今年度も研究授業・公開授業

を通して、授業と子どものつな

がりを検証しています。 

今年度は、日本航空広州支店様、広汽ホンダ様、日航ホテ

ル様で中３の職場体験を受け入れていただきました。ご協力

に感謝いたします。ありがとうございました。 

＜中学部３年の職場体験 7/13 . 14＞ 

＜中学部スポーツ大会 7/21  ＞ 


